
 

３
月
定
例
議
会
初
日
の
１
日
、
平
良

木
議
員
は
市
長
が
提
出
し
た
議
案
に
対

す
る
総
括
質
疑(

議
案
の
不
明
な
点
な
ど

を
た
だ
す
こ
と)

を
行
な
い
ま
し
た
。 

３
セ
ク
に
ど
う
関
与
？ 

 

平
良
木
議
員
は
ま
ず
、
市
長
が
所
信

表
明
で
ふ
れ
た｢

第
三
セ
ク
タ
ー
に
対
す

る
市
の
関
与
方
針
の
策
定｣

に
関
し
、
ど

ん
な
視
点
、
ど
ん
な
目
的
で
策
定
す
る

考
え
な
の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
市
長
は
、｢

平
成
26

年
８
月
に
総
務
省
が
策
定
し
た
「
第
三

セ
ク
タ
ー
等
の
経
営
健
全
化
等
に
関
す

る
指
針
」
で
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
が

行
っ
て
い
る
事
業
そ
の
も
の
の
必
要
性

や
公
益
性
な
ど
行
政
が
関
与
す
る
こ
と

の
意
義
を
始
め
、
採
算
性
等
に
つ
い
て

も
改
め
て
検
討
を
行
い
、
事
業
継
続
の

是
非
や
事
業
手
法
の
選
択
に
つ
い
て
、

第
三
セ
ク
タ
ー
の
存
廃
も
含
め
て
判
断

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
市
で
は
、

新
年
度
、
第
三
セ
ク
タ
ー
が
担
う
事
業

の
評
価
・
検
証
の
手
順
の
確
立
や
、
そ

の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
た
抜
本
的
改
革

の
方
向
性
、
更
に
は
役
員
等
の
人
的
支

援
や
委
託
料
・
補
助
金
等
の
財
政
的
支

援
の
基
本
的
な
考
え
方
な
ど
を
ま
と
め

た
『
関
与
方
針
』
を
策
定
す
る｣

と
答
え

ま
し
た
。 

交
付
金
対
象
に
な
ら
な
い
？ 

 

次
に
平
良
木
議
員
は
、｢

住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
は
、
経
済
効
果
が

大
き
く
、
例
年
ほ
ぼ
満
額
の
申
込
み
が

あ
る
。
ど
う
し
て
前
年
度
並
み
の
予
算

を
計
上
し
な
か
っ
た
の
か｣

と
た
だ
し
ま

し
た
。 

 

対
し
て
市
長
は
、｢

昨
年
６
月
、
『
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
は
、
個
人
の

資
産
形
成
に
寄
与
す
る
の
で
、
以
後
交

付
金
の
対
象
と
し
な
い
』
と
の
通
知
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
国･

県
と
改
め
て
協

議
し
た
が
、
空
き
家
発
生
防
止
の
効
果

が
認
め
ら
れ
ず
、
私
的
財
産
へ
の
補
助

が
公
共
事
業
予
算
と
し
て
の
適
合
性
を

疑
わ
れ
る
と
し
て
、
交
付
金
の
対
象
に

は
し
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
新
年
度
予
算
で
は
、
市
の
一
般
財

源
を
上
乗
せ
し
て
予
算
化
し
た
。
今
後

は
、
消
費
税
引
き
上
げ
を
見
据
え
、
改

め
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
の
継

続
の
可
否
、
事
業
規
模
、
制
度
の
内
容

な
ど
を
検
討
し
た
い｣

と
答
え
ま
し
た
。 

 

こ
の
制
度
は
、
地
域
の
小
規
模
事
業

者
の
仕
事
づ
く
り
や
地
域
経
済
の
活
性

化
へ
の
貢
献
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、｢

住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
は
、
個
人
の
資
産

形
成
に
寄
与
す
る｣

と
い
う
主
張
を
各
地

の
運
動
で
退
け
て
き
た
も
の
で
す
の

で
、
今
後
の
さ
ら
な
る
継
続
め
ざ
す
運

動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

市
民
意
見
は
聞
い
た
の
か
？ 

 
続
い
て
平
良
木
議
員
は
、｢(

仮
称)

上

越
市
体
操
ア
リ
ー
ナ
の
本
体
工
事
等
に

着
手
す
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
前
に

市
民
意
見
を
十
分
に
聞
い
た
の
か｣

と
教

育
長
に
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

教
育
長
は
、｢
上
越
市
体
操
ア
リ
ー
ナ

の
建
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
当

初
予
算
の
基
本
設
計
費
等
の
計
上
以

降
、
昨
年
12
月
定
例
会
で
の
用
地
購
入

の
本
契
約
ま
で
、
一
貫
し
て
市
議
会
の

関
連
予
算
等
の
議
決
の
も
と
で
事
業
を

進
め
て
き
た
。
こ
の
間
、
市
議
会
は
も

と
よ
り
、
大
潟
区
地
域
協
議
会
は
じ

め
、
町
内
会
長
連
絡
協
議
会
や
地
元
九

戸
浜
町
内
会
に
対
し
て
も
丁
寧
に
説
明

し
、
意
見
を
聞
い
て
き
た
。
行
政
は
、

事
業
推
進
に
当
た
り
、
地
域
協
議
会
は

じ
め
関
係
者
等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

市
議
会
に
提
案
し
、
そ
の
議
決
を
市
民

同
意
と
捉
え
執
行
し
て
い
る｣

と
答
え
、

全
市
民
か
ら
の
意
見
を
積
極
的
に
把
握

す
る
姿
勢
は
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

常
設
機
関
の
必
要
性
は
？ 

 

提
案
さ
れ
て
い
る｢

中
小
企
業
・
小
規

模
企
業
振
興
基
本
条
例｣

に
つ
い
て
は
、

平
良
木
議
員
は
、｢

中
小
企
業･

小
規
模

企
業
の
具
体
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
仕

組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
市
内
企
業
の
実
態
把
握
に
関
す
る

規
定
が
優
先
的
に
表
現
さ
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か｣

と
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
市
長
は
、｢

中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
の
実
態
や
ニ
ー
ズ
、

課
題
等
の
把
握
に
つ
い
て
は
、
第
４
条

第
５
項
と
第
13
条
に
規
定
し
て
い
る
。

市
で
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
い
て
、

経
済
懇
談
会
、
各
種
会
合
等
で
の
意

見
、
情
報
交
換
に
取
り
組
む
ほ
か
、
中

小
企
業
・
小
規
模
企
業
や
商
工
団
体
な

ど
で
き
る
だ
け
多
く
の
関
係
者
と
協
議

す
る
機
会
を
設
け
る
。
企
業
の
実
態
把

握
に
関
す
る
規
定
は
、
基
本
理
念
に

よ
っ
て
施
策
を
策
定
し
実
施
す
る
上
で

不
可
欠
な
責

務
の
一
つ
と

認
識
し
て
い

る｣

と
答
え

ま
し
た
。 

 
平
良
木
議

員

が

重

ね

て
、｢
確

実

な
協
議
を
担

保
す
る
た
め

に
『
産
業
振

興
会
議
』
な

ど
の
常
設
機

関
を
つ
く
る

考
え
は
な
い

の
か｣

と
た

だ
し
た
の
に

対
し
て
は
、

｢

そ
の
必
要

は
な
い
と
考

え
て
い
る｣

と
答
え
ま
し

た
。 

 新潟市や長岡市周辺でそれぞ

れの地域を象徴する｢ご当地ナ

ンバー｣が導入される中、上越

地域では県と３市の協議がまと

まり、名称を｢上越｣として申請

する予定であることが、２日の

市議会総務常任委員協議会で報

告されました。 

 これは、県と３市による｢上

越地域ご当地ナンバー導入検討

会｣が進めてきたもので、実際

の名称については、学識経験者

や商工観光団体などによる｢検

討委員会｣での議論を反映させ

たとしています。 

 この申請が国土交通省に認め

られれば、2020年以降の登録自

動車(名義変更を含む)は、使用

の本拠地が上越３市であれば、

｢上越｣ナンバーとなります。 

 なお、同時に図柄入りナン

バーについても検討されていま

す。(図柄入りは有料) 
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連 橋爪 法一 090-5392-1961 (吉川区代石) 
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お詫びと訂正 
 先週号の鉄道の記事で、｢ＪＲなど鉄道各社は３

月14日に春のダイヤ改正を計画｣と記載しました

が、ダイヤ改正は正しくは３月１７日(土)
です。お詫びして訂正いたします。 
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